




























































































































































































































































































































































































































































































方は 2 期生なんですね。 1901 年がオープンです

























































































































































































次郎さんです。もう l @I 向こうへ行って先生に
なって、現地の学生諸君を教えた。こういう頭陀

















































































































































































う l 回これが復活してくる。モデルがこの 1930
年代しかありませんでしたので、ここの研究が非
常に今の中国にとっても意味があるということが
分かります。本問先生が最後の学長として非常に
ご苦労をされたわけです。
本問先生以外にも少し連携プレーをした人達が
おられますが、本問先生が身を削り、土地も削り、
お金も工面したから、愛知大学を作ったわけです。
地元の方々の豊橋の市長、経済界の人達からも受
け入れられて愛知大学を作った。海外引き揚げ大
学として愛知大学は誕生しますが、途中から文部
省の命令もあって、東亜同文書院以外の人達も受
け入れます。大学の予科は高等専門学校、学部の
ほうは大学から来ますから、多くの大学、海外
85 の高等学校や高等専門学校および大学から来
ています。これが新しいキャンパス。その様子を
見ながら愛知大学を作ろうという本問先生です
ね。サツマイモがたくさんつくれそうです。まあ
こんな感じで読みとれます。中国とのつながりも
特筆されます。これは孫平さん。今日も展示して
あります。地元の新聞にもこんな形で紹介されて
おります。海外からの研究者ともシンポジウムを
やったりしました。本学へ来ていただきますとこ
んな形の展示室をみることができます。
というわけでちょっと時間オーバーで申し訳な
いことをしました。一応こんな形で私の今日のお
話、ちょっと最後走りましたけど、終わらせてい
ただきます。どうも。
【司会】 ありがとうございました。
【参席者】 純三郎さんをね、息子さんって言って
たんですよ。弟さん。
【藤田】 ああそうでしたか。失礼しました。先ほ
134 
ど山間兄弟の純三郎さん、兄良政の弟さんなんで
すけど、息子さんと言ったようで、ちょっとミス
をしました。すみません。
【司会】 藤田先生ありがとうございました。時間
が少し超過しまして申し訳ございません。ではま
た藤田センター長より閉会の挨拶がございますの
で、よろしくお願いいたします。
【藤田】 どうも今日は長時間にわたりご清聴いた
だきまして大変ありがとうございました。私の発
表がちょっと最後長くなってしまって、ご質問が
あったら承ろうと思ったんですが、その時間がと
れないということになりまして、もし何かご質問
等がございましたら、山田先生、殿岡先生もい
らっしゃいますので、直接にお尋ねいただければ
幸いです。われわれの展示会は明日もやっており
ますし、殿岡さんには手相鑑定もしていただくと
いうことになっております。ご興味のある方は明
日もいらしていただければ。一番奥の和室でして
いただきます。
以上、東亜同文書院から愛知大学への流れを今
日はわれわれ 3 人でご説明をさせていただきまし
た。特にそのキーパーソン、軸になったのが本間
喜一先生であります。そういう点でわれわれも置
賜の、山田先生が先ほどおっしゃったこの風土に、
改めて感謝をさせていただきたいと思います。今
後ともひとつ、愛知大学と、この地方との交流が
うまくできますことを期待しております。本当に
長時間にわたりましてどうもありがとうございま
した。これにて終わらせていただきます。
【司会】 ありがとうございます。これをもちまし
て講演会「米沢が生んだ本間喜ーをめぐって」を
終了させていただ、きます。皆様長時間にわたりご
参席くださいまして、誠にありがとうごさやいまし
た。明日も小ホールにて展示をやっておりますの
で、また明日もぜひとも会場に足をお運びいただ
けたら幸いでございます。
